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１． 看護学 
２．  
３．  

１． 看護教育 
２． 看護学⽣の⾃⼰効⼒感 
３．  

１． 看護学⽣の看護実践⼒向上を⽬指した授業設計 
２．  

１． 成⼈看護学演習（前期）（看護学科） 必修 
２． 成⼈慢性期看護学実習（後期）（看護学科） 必修 
３．  
４．  
５．  
６．  
７．  
８．  
９．  
10．  

１． 授業科⽬名【成⼈看護学演習】 
 演習の中⼼となる看護過程に関しては、学⽣が根拠を持って看護診断が導き出せるように指導を



 
■ 学会における活動                             

 
■ 研究業績等に関する事項（2024 年度）                       

 
■ 外部資⾦（科学研究費補助⾦等）導⼊状況（本学共同研究費を含む）      

⾏った。実技演習に関しては、糖尿病看護を担当し、⾃⼰⾎糖測定やインスリン⾃⼰注射を学⽣が経
験できるように授業を⾏った。その際には、学⽣がモデリングできるように 1 つ上の学年に、協⼒
してもらい先輩から後輩へ指導と、実習へのイメージ化ができるように体験談を話してもらうこと
を実施した。針を使⽤するため、学⽣の安全性を考慮した。 

２． 授業科⽬名【成⼈慢性期看護学実習】 
 慢性期疾患を抱える患者と家族を⽀える看護とは、何かを学⽣が意識し実践できるように、臨床指
導者と協働を図った。学⽣に対しては、疾患、治療を理解し、患者のニーズが⾒出せるように指導を
⾏った。 

 加⼊時期 所属学会等の名称 役職名等（任期） 
１． 2017 年 10 ⽉〜現在に⾄る ⽇本緩和医療学会  
２． 2019 年 5 ⽉〜現在に⾄る ⽇本医療システム学会  
３． 2019 年 6 ⽉〜現在に⾄る ⽇本看護科学学会  
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（１） 共 同 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 研 究 者 交付決定額 
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（２） 個 ⼈ 研 究 

 研 究 題 ⽬ 交付団体 交付決定額 
（単位：円） 
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１． 2024 年 6 ⽉〜同年 7 ⽉ 7 ⽇ 第 37 回 
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１． 2024 年 4 ⽉〜 学⼒向上委員会 国家試験担当 
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